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学
力
の
定
着
と
向
上

①

　
②

  指導方法・指導体
制の工夫改善によっ
て学力が向上してい
るか。

　
　読書活動の推進が
図られているか。

①

　
 
　

②

○ワークテストにおいて、国語算数とも、全学年９割近くの学習内容の習得率で
あった。学習意欲の向上を本年度の研究の視点に入れ、一人１回以上の授業研
究会を行った。また、算数の少人数指導を３年生から実施した。きめ細かな指導
を行い、基礎学力の向上に努めた。
○「授業中に真剣に取り組んでいる」、　｢分かりやすく授業を行っている｣と回答し
た保護者はどちらも９１％であり、昨年度よりも上回っている。今後も指導方法等
の工夫改善をさらに進め、学力の向上に努めていきたい。
○｢進んで本を読んでいる｣と回答した教職員は８４％で、保護者は６３％、児童は
６８％と昨年度よりも伸びている。
○学校の年間目標であった４５００冊を達成しており、１２月までに７７８０冊を超え
ている。このことから、読書推進は図られているといえる。図書館サポーターと連
携しながら、読書推進を今後も図っていく。

3.3 3.3 2.9

①

②

○木小は先生方の目が行き届き、一人一人にあった指導がなされている。児童も、授業に
真剣で、少人数ならではのチームワークのよさがある。しかし、児童や保護者と教職員の
評価の差が大きい。教職員には常に次なる目標をもって指導に当たっているからだと思
う。今後も個々の学力に応じての授業は大変だと思うが、一人一人に向き合っていただき
たい。
○先生方のきめ細かな指導と児童のやる気が相まって良い結果につながっていると感じ
る。授業中の態度も素晴らしい。児童に寄り添って継続した指導をお願いする。
○アンケートから、木之川内小学校の児童の消極的な性格が浮き彫りとなっている。積極
的な人間を育てるために、家庭・学校・地域でどのような取組をしていけばよいか考える必
要がある。
○自分の興味のあるものからスタートして少しでも多くの本を手にとって、本と親しんで、読
解力をつける必要がある。
○「進んで本を読んでいる」の教職員と児童の評価の差が大きい。読書量の年間目標を
現在超えているが、読書推進が児童の主体的な活動になることを今後も期待したい。もっ
と読書量を増やすために、家庭でどう取り組むかの工夫が必要である。
○「子供たちは児童は自分の考えをはっきり表現(発表)できる」が伸び悩んでいるように感
じる。１分間スピーチのような本を読んだ感想などを発表する機会を継続的に行うとよい。

3.2

徳

思
い
や
り
の
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の
育
成

③

④

　人権教育・道徳教
育の充実が図られ、
思いやりの心が育成
されているか。

　児童相互の絆を深
めるとともに対人関
係能力の育成が図ら
れているか。

③

④

○｢だれにでも思いやりをもってやさしくしている｣と答えた児童は８６％、保護者は
８７％が回答している。児童は、思いやりの心が育っていると考えられる。今後
も、人権教育や道徳教育の推進を図っていく。
○｢自分の住んでいる地域を自慢できる｣と答えた保護者は６５％、児童は６４％
で、昨年度とほぼ変わらない状況である。地域の方々とのふれあい活動を通し
て、地域のよさ、すばらしさについて気付ける場面を多く作っていき、木之川内を
大切にする教育の取組を進めていく。
○　「だれに対してもあいさつを行う」と答えた保護者は８６％、児童は９１％で
あった。コミュニケーション能力が高い児童も多い反面、相手の気持ちを十分考え
られず行動してしまう児童もいる。昨年度よりもファミリー活動の回数を増やす
等、コミュニケーションを図る場を工夫して取り組んだが、来年度も継続していく必
要がある。

3.3 3.3 2.9

③

④

〇基本的に、児童は優しいと思うが、時々ストレートに表現して、相手を傷つけてしまう。
思いやりの心を福祉教育等で育ててほしい。
〇思いやりの育成が図られているが、「自分の住んでいる地域を自慢できる」は、高いとは
言えない。これは、ふるさとを愛する心に直結したものであり、今後地域との連携を図りな
がら、自分たちでも考える場面や機会を増やすことが重要である。「探究」を意識してほし
い。
〇毎朝の登校の見守りで班のリーダーが大きな声ではきはきと挨拶する子と、しない子が
いる。基本は心のこもったあいさつだと思う。形から入って相手を見てかわすあいさつへと
発展していくことを望む。小中で連携して頑張っていけたらよい。
○ファミリー活動は対人関係形成能力を育てるために重要であると思いますので、今後も
継続してほしい。

3.2

体

体
力
の
向
上

⑤

　
⑥

　体力向上プランに
沿って計画的・継続
的に体力の向上が図
られているか。

　基本的な生活習慣
の定着や心身ともに
健康に生活する態度
が育成されている
か。

⑤

　
　

⑥

○「進んで運動し、自分の体をきたえている」と答えた保護者が６３％、児童が８
１％と大きく伸びた。通常の体力テストは実施できなかったが、５年、６年で実施し
たソフトボール投げの結果は、男女とも昨年度の県平均を上回っている。今後
も、体力向上プランをもとに課題となる運動を中心に取り組ませていきたい。
○腰骨体操や柔軟体操の継続により、体力の向上を今後も図っていきたい。
○『「早寝、早起き、朝ごはん」に心掛け、規則正しい生活を送っている。』と答え
た保護者が７８％、児童７９％と、昨年度より向上した。今後も継続して、生活リズ
ムの大切さを啓発していく必要がある。
○「自宅でゲームをしたり、テレビを見る時間が決まっている」と答えた保護者は７
６％、児童は６０％であった。家庭での約束を守ることについて授業や小中一貫し
た取組・啓発をさらに行っていく必要がある。また、参観日の学級懇談でも取り上
げ、家庭内でのきまりを設定するよう啓発を図っていく。

3.4 3.2 2.9

⑤
　

⑥

〇体力向上においては、児童の評価も高まってきているので、今後とも体力向上プランを
推進していただきたい。さらに、いろんな運動をさせる上で、教え合い等を工夫し、言語活
動を充実させ、児童の意欲や体力の向上につなげてほしい。
〇運動を好み、外で元気よく過ごせることは、中学校での部活動、豊かな人間関係につな
がる。また、腰骨体操、柔軟体操の継続指導が必要である。
〇体力向上プランの中に家で出来る事があるのであれば、家での実施を進めてみてもい
い。
〇自宅でゲームをする時間が長い。ノーメディアの取組も、低学年は比較的守られている
が、中学生が守られていない。兄弟のいる子は、上の子に影響される。
〇「早寝・早起き・朝ごはん」で９割以上、「自宅でゲームをしたり、テレビを見る時間が決
まっている」で、児童が８割以上の評価ができるような取組を目指す必要がある。保護者
が月に１回は、児童の様子を見ることができる機会を設けてもらいたい。そうすることで学
校・学級担任との連携が一層進むと考えられる。
○参観日の学級懇談で、重要課題としてゲーム、テレビについて啓発が必要である。

3.0

⑦ 　家庭や地域との
連携による教育活
動の充実は図られ
ているか。

⑦ ○本年度は１０月に、地域学校協働本部の会を開き、年間計画の作成･役割分担
及び今後の地域と学校の連携の在り方について協議を行った。地域コーディネー
ターを中心とした学校支援の体制を整え、昨年度並みの取組を実施できている。
○ホームページのこまめな更新や学校便りの発行により「学校の教育方針や活
動の様子等を分かりやすく伝えている」と回答した保護者は９０％であった。学校
と地域が一緒に取り組んでいること、学校行事等の様子を紹介し、家庭地域と連
携･協働して、ふるさとに愛情と誇りをもった児童の育成に更に取り組んでいくよう
したい。

3.4 3.0

⑦ 〇先日通学路の途中にごみが大量に落ちていたため、孫と二人で片づけた。そのことを
踏まえて、地域学校協働本部でも、地域の環境美化活動にも取り組めたらよいと思った。
〇地域コーディネーターの方との連携がうまくとれている。地域学校協働活動を推進し、ふ
るさとを誇りに思えるような取組を実施してもらいたい。大いに地域の人材を活用し,学校と
地域がｗｉｎ‐ｗｉｎの関係になるように取り組んでほしい。
〇地域と連携した教育活動は、今後も継続してほしい。学校や児童に対する支援の輪が
子どもの感謝と地域貢献への志となって表れてくることを期待する。
○年間を通して地域の方との交流が計画され、地域のことを知るきっかけや愛着につなが
ると思うので、とても良い取組だと思う。今年度は、コロナ禍のため、こども園との交流会
が一度も開催できず残念であった。
○公民館長と学校との関わりを積極的に深めていただくと、地域のよさ、すばらしさに気付
ける場面を多く作ることができるのではないかと思う。そして、新任の職員を対象に木之川
内のことについての視察研修ができるとよい。

3.6

地域と
ともに
ある学
校づく
りの推
進
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